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愛媛県森林環境保全基金公募事業「別子山スローな森づくり事業」も２年目を迎え、一昨年度は、手入れの行き届

いていない別子山の広葉樹の森を対象にして、除間伐し景観環境整備を行いました。 

この森を今年度事業では小鳥の巣箱作りを行い、その巣箱の設置体験を行います。また、花畑の設置や・カブトム

シ養殖等、徐間伐後の森に息吹を吹き込む事業展開を行います。 

この事業を行うことで、スローライフが楽しめる「スローヴィレッジ別子山」構想の実現に取り組んでいますが、

今回の事業はこの構想の中核となる環境整備であります。 

複数年にわたる環境整備が完成すれば、都市農村交流の活動拠点の一つとなり、地域の持続的発展に大いに寄与す

るものと考えております。そんな事から、今年度最初の事業活動として 7 月 18 日（月）午前１０時から愛媛大学名

誉教授・農学博士：江崎 次夫先生をお迎えし“森の働き（機能）を生かした地域の活性化”についてご講演いただ

き、森の有効活用について考えました。 

森林は癒しの効果を持っており、ストレス時に高まる交感神経が抑制され、リラックス時に高まる副交感神経が増

進する事や、脳の活動が鎮静化され、リラックス状態になることが判明している。と説いていただき、前回も江崎先

生からお話がありました通り、別子山の景観は、日本でも６本の指に数える事が出来る素晴らしい景観を持っている

（地元の人は気づいて居ないのでは?）とお話しいただきました。 

また、まとめの中でも、これまで、森林の持つ機能別に別子山が地域活性化について具体的に取り組みが可能な施

策についてまとめてくれ、次の項目を可能な限り実現できれば明るい未来が見える。 

午後からは、「別子山の森の活かし方を皆さんと考える」と題し、愛媛大学名誉教授 理学博士 藤目節夫先生より

指導助言をいただきました。別子山には、豊富にある山林を利活用出来ていないのが現状で、今後森の機能を生か 

した取り組みを進め、地域の財産として 

大切に利活用していきたいと思います。 

 

7 月 19 日 17：00 から別子中学校の生徒が、別子山地域からな

くなっていた「夏まつり」を自分たちの手で復活させる。と題し開

催されました。 

当日は、朝から雨が降り、グラウンドを使うことが出来ず、体育

館での開催となりましたが、別子中学校の卒業生や保護者、地域住

民の皆様が、多数ご参加され盛大に開催することが出来ました。 

約 12 年前から開催出来ていませんでした夏まつりですが、中学

生たちが色を変え品を変え、時代に合った形で企画され、懐かしく

もあり、珍しさもあり参加された皆さんも、気持ちよくお帰り頂い

たものと思います。 

来年も是非、祭りの開催が出来ることを期待したいものです。 

別子中学校の皆さん、夏祭りの企画運営本当にお疲れ様でした。 

～～～・・・森林の機能別活用方法・・・・～～～ 

1）徐間伐の実施・・・相対照度 30％を目標にする。 

2）遊歩道の設置・・・徐間伐材をチップにし遊歩道に敷きつめる。 

3）山つくりの為のゾーニングを行う（例えば、山菜栽培区、薬草栽培

区、穀物栽培区、木炭生産区、キノコ栽培区、有用広葉樹栽培区、

ワインや地ビール用のホップ栽培区など多種多様な栽培区を設置

できる。 

4）カブトムシやクワガタの育成箱の設置 

5）木工所の開設（ヒノキ風呂の製作、有用広葉樹を活用し板や柱製作） 

6）景観を考慮し吊り橋の設置 

7）イベント広場の確保 など 

多種多様な利用方法で、地域の活性化の一助を森の中から作り出すこ

とが出来ると、説いていただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

やっと２度目の梅雨が明けた様でご

ざいます。今日も暑いです。 

皆さんいかがお過ごしでしょうか? 

さて、新型コロナウイルス感染症の感染拡大がまだまだ止ま

りませんが、特に 7 月に入り、「BA.５」と呼ばれるオミクロ

ン株への置き換わりが進み、第７波ともとれる拡大傾向となっ

ています。新居浜市でも過去最大の一日４５０人以上の感染を

確認しており、この日は、県全域で２，０００人近くが感染確

認されました。その後も毎日感染者確認が続く現状!! 

気を緩めることが出来ない状況が続いております。 

丁度、７月実施予定しておりました“まちづくりタウンミー

ティング”も中止となり、地域内でも８月開催予定しておりま

した“魚つかみ大会”も早目に中止を決定いたしました。 

今後も大人数を集めるイベントは極力控え、早期のコロナ禍

収束に向けて感染対策の徹底を図り、高齢者の多い地域内にコ

ロナを持ち込まない努力を惜しみなく続けて参りたいと思い

ます。 

公民館でも、９月は校区の運動会が開催されます。実施方法

等は今後の実行委員会などで決定いたしますが、感染拡大が落

ち着き、通常の大会が実施出来る事を切に願うものです。 

毎日暑い日が続いておりますが、ウイルスだけでなく熱中症

にも気を付けて、屋外で作業等されるときは水分補給を忘れず

身体には十分注意をしてお過ごしください。 

 

 

新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

７月２２日（金）新生児誕生を祝い記念品贈呈式を行いました。 

宇摩交通安全協会別子山支部では、会員に新生児が誕生した場合、

子供さんの健やかな成長と、交通安全意識の高揚を図る為記念品の

贈呈を行っております。別子山地域の新生児誕生は５年ぶりの誕生

で、今回贈呈対象となりました、地域おこし協力隊として赴任さ 

れ１年目の柳生明良さんの二女「柳生澪依
れ い

ちゃん」です。 

誕生日：令和４年６月２６日生 

健やかな成長をお祈り申し上げます。 

公民館の小山でございます。 

今年の梅雨は明けたと聞きますが、7 月も

半ばにさしかかる別子山では、まだまだ雨が降っております。 

 大自然のバランスや農作物の事に焦点をあわせて考えれば

有難いことなのでしょうが、洗濯物もございますので来週から

は晴れて欲しいと考える今日この頃です。そんななか皆様は如

何お過ごしでしょうか？ 

私は松山の夏の風物詩である土曜夜市に行ってまいりまし

た。浴衣を着た人々が目を輝かせながら楽しそうに露店で買物

をしつつ歩いており、子供たちにとっても夏の良い思いで作り

ができたことと思います。聞くところによると３年ぶりの開催

になり中高生にとっては危うく自粛ムードのまま卒業を迎え

るところだったようです。そういったこともあり盛り上りも、

ひとしおでした。 

盛り上りという点では大人たちも負けてはいません。選挙期

間中ということもあり、各候補者が大河のように流れゆく黒山

の人だかりを前に、日本の未来について演説をおこない、その

力強い声を真夏の夜空に轟かせておりました。 

人々の熱気にのまれた身体を冷やすため、華やいだ大街道か

ら離れ、秋山兄弟の生家がある歩行町、義民太郎兵衛の妻が名

前の由来とされる喜与町を散策してから車で家路につきまし

た。(おわり)  

「青い鳥号」が別子山地区にやってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

８月は、１８日（木）に巡回します。 

別子小中学校 １３：００～１４：００ 

今年度も、地域挙げての秋季大運動会を予定しておりますの

で、日程等お知らせいたします。 

昨年も、コロナ禍で何度も延期となりましたが、今年度も、

現在は日々多数の感染者が出ている状況です。 

そんな事から、秋季大運動会も感染拡大防止に配慮しつつ実

施の方向で現在の所検討しております。 

先ずは、各種委員会等の開催で、実施の可否を検討いたしま

すが、予定日程等お知らせしておきますので、よろしくお願い

いたします。 

・実行委員会  ８月２２日（月） 

・運営委員会  ９月 １日（木） 

・秋季大運動会 ９月１１日（日）予定日程です。 

なお、まだまだこれから先の状況は見えませんが、会自体の

延期や中止も考えられますので、ご了承ください。 


